
開催期間：2016年９月４日（日）～12月４日（日）
とっとり・しまねの史跡を満喫する24プログラム

プログラムガイド

2016

さんいん
史跡日和
2016

さんいん
史跡日和

山陰の史跡や遺跡を “まちあるき” で楽しむ「さんいん史跡日和」。
今年も開催します!!

小さいけれど、バラエティー豊かなイベントが24プログラム。
秋のさわやかな空気に包まれながら、山陰の奥深い歴史を体感しましょう!!

【主催】山陰史跡整備ネットワーク会議
「さんいん史跡日和2016」参加団体：島根県教育委員会・松江市・出雲市
安来市教育委員会・浜田市教育委員会・邑南町教育委員会・雲南市教育委員会
大田市教育委員会・隠岐の島町教育委員会・奥出雲町教育委員会・津和野町教育委員会
鳥取県教育委員会・鳥取市教育委員会・倉吉市教育委員会・米子市教育委員会
若桜町教育委員会・三朝町教育委員会・琴浦町教育委員会・大山町教育委員会
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出雲市
平
成
24
年
か
ら
出
雲
斐
川
中
央
工
業
団
地
の
造
成
工
事
に
伴
い
発
掘
調
査
を
行
い
、
尾
根
上
か
ら

奈
良
時
代
の
駅
路
で
あ
る
山
陰
道
を
発
見
し
ま
し
た
。
道
の
両
側
に
側
溝
を
備
え
、
そ
の
幅
は
９
ｍ

に
及
び
ま
す
。
今
回
は
想
定
ル
ー
ト
を
巡
り
な
が
ら
、
調
査
成
果
を
詳
し
く
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

約
１
３
０
０
年
前
の
大
規
模
な
土
木
工
事
の
様
子
を
ど
う
ぞ
ご
体
感
く
だ
さ
い
。

９月４日（日）

※

山
道
を
含
め
約
２
㎞
（
内
古
代
道
５
０
０ｍ
）
歩
き
ま
す
の
で
、

各
自
で
長
靴
・
飲
み
物
・
虫
よ
け
等
の
ご
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
所
要
時
間
：
約
１
時
間
）

01

案内人　江角　健（左）・宍道　年弘（右）
古代道の発掘調査を担当した江角と、奈良時代の斐川の様子を熟
知した宍道がみなさんを『出雲国風土記』の世界へ誘います。

参加費　：無料　　申込不要
集合場所：アクティーひかわ（斐川町上直江2469）
お問合せ：出雲市役所文化財課
　　　　　〒693-0011
　　　　　出雲市大津町2760（出雲弥生の森博物館内）
電　話　：0853-21-6893　FAX：0853-21-6617

１回目15：00～16：00
２回目15：40～16：40
※２回とも同じ内容。雨天時中止。

１
３
０
０
年
前
の
古
代
道
を
歩
こ
う
！

「
古
代
山
陰
道
を
訪
ね
て 

〜
杉
沢
遺
跡
〜
」

津和野町

亀
井
侯
正
室
貢
子
の
君

永
明
寺
参
詣
コ
ー
ス

津
和
野
藩
最
後
の
藩
主
茲
監
公
の
正
室
光
安
姫
の
気
持
ち
に
な
っ
て
、

秋
の
城
下
町
を
歩
こ
う
。
日
本
遺
産
認
定
ス
ト
ー
リ
ー
の
も
と
に
な
っ
た

津
和
野
百
景
図
の
絵
を
元
に
城
下
町
を
歩
き
、
紅
葉
美
し
い
永
明
寺
の

庭
を
藩
主
や
お
姫
様
の
気
分
で
楽
し
み
ま
す
。
亀
井
家
墓
所
の
墓
参
り

な
ど
、
一
風
変
わ
っ
た
歴
史
案
内
で
す
。

案
内
は
江
戸
文
化
に
詳
し
い
歴
史
家
の
安
藤
優
一
郎
氏
で
す
。

津
和
野
の
旬
の
食
材
を
つ
か
っ
た
お
弁
当
、
お
や
つ
付
で
秋
の
津
和
野
を

満
喫
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。

10月８日（土）　10：30～15：00

※

石
段
を
上
り
下
り
し
ま
す
の
で
、滑
り
に
く
い
靴
で
お
越
し
下
さ
い
。

02

参加費　：3,000円（予定）　　定員：20人
集合場所：嘉楽園（津和野高等学校そば）
申込・お問合せ：〒699-5605
　　　　　島根県鹿足郡津和野町後田ロ253 
　　　　　津和野町日本遺産センター
電　話　：0856-72-1901　FAX：0856-72-1902
Ｅメール：kankou@town.tsuwano.lg.jp

FAX・Ｅメールの場合は下記事項をご記
入いただき送信ください。
①氏名（フリガナ）②年齢（保険加入に必
要）③性別（保険加入に必要）④住所⑤当
日連絡のとれる電話番号⑥Ｅメールア
ドレスもしくはFAX番号

案内人　安藤　優一郞
歴史家。文学博士。江戸をテーマとする執筆・講演活
動を展開。東京で「まち歩き」を開催し人気を博する。「幕
末維新　隠された真実」など著書多数。

松江市

ス
イ
ス
イ
フ
ド
キ
２
０
１
６

〜
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
で
颯
爽
と
サ
イ
ク
リ
ン
グ
！
〜

風
土
記
の
丘
の
周
辺
に
は
神
社
や
古
代
遺
跡
な
ど
、
縁
結
び
や
神
話

ゆ
か
り
の
地
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
で
も
歩
い
て
散
策
す
る
の
は
結

構
た
い
へ
ん
で
す
し
、
車
で
移
動
す
る
の
も
ち
ょ
っ
と
無
粋
。
そ
こ
で
、

風
土
記
の
丘
に
は
周
辺
散
策
の
頼
も
し
い
味
方
「
電
動
ア
シ
ス
ト
自

転
車
」
が
あ
り
ま
す
！
急
な
坂
で
も
ス
イ
ス
イ
走
れ
る
自
転
車
に
乗
っ

て
、
気
軽
に
い
ろ
ん
な
ス
ポ
ッ
ト
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

走
っ
た
後
は
珈
琲
タ
イ
ム
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
で
は
、
ス
ー
イ
ス
イ
！

10月16日（日）　9：30～11：30

※

サ
イ
ク
リ
ン
グ
に
適
し
た
服
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

04

案内人　深田　浩
電動アシスト自転車は８台しかありません。

定員いっぱいになったら普通自転車に乗る覚悟です！

参加費　：300円　　定員：８人
集合場所：風土記の丘展示学習館
申込締切：10月14日（金）
申込・お問合せ：
ふどきのおか公式HP：http://www.yakumotatu-fudokinooka.jp/
電　話　：0852-23-2485　FAX：0852-23-2429
Ｅメール：fudokibiyori@yakumotatu-fudokinooka.jp

FAX・Ｅメールの場合は下記事項をご記
入いただき送信ください。
①氏名（フリガナ）②年齢（保険加入に必
要）③性別（保険加入に必要）④住所⑤当
日連絡のとれる電話番号⑥Ｅメールアド
レスもしくはFAX番号

さんいん史跡日和 2016

カレンダー　島根

9/ ４ 日 01 1300 年前の古代道を歩こう！

10/ 8 土 02 亀井侯正室貢子の君　永明寺参詣コース

10/15 土 03 黄泉の国を探検する２０１６

10/16 日 04 スイスイフドキ２０１６

10/30 日
06
07
08

奥出雲人と歩く知られざる日本遺産
山中鹿介ゆかりの地ウォーク
古代隠岐うおーきんぐ

11/ 6 日
11
12

久喜・大林銀山　見て楽しむ
日本遺産「菅谷たたら山内」の散策と
保存修理現場見学会

11/ 5 土 10 浜田城・浜田城下町ウォーク！

11/ 3 祝 09 出雲国造ゆかりの地をたずねて２０１６

11/
10・11

木

金
13 【研修】松江城下まちあるき

10/22 土 05 大森モンスターハント

松江市 『
古
事
記
』
に
は
、
イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
が
死
ん
だ
イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

に
あ
う
た
め
行
っ
た
黄
泉
の
国
で
、
変
わ
り
果
て
た
妻
の
姿
を
見
て
黄

泉
比
良
坂
を
逃
げ
帰
っ
た
話
を
伝
え
て
い
ま
す
。
黄
泉
の
国
を
連
想

さ
せ
る
の
が
、
古
墳
時
代
後
期
に
造
ら
れ
た
横
穴
式
石
室
内
部
の
ビ

ジ
ュ
ア
ル
で
す
。
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
山
代
古
墳
群
の
中
で
も
特
に
み

ど
こ
ろ
の
多
い
巨
大
横
穴
式
石
室
に
潜
入
し
、
黄
泉
の
国
を
体
感
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

約
２
㎞
の
行
程
を
２
時
間
程
度
あ
る
い
て
古
墳
を
巡
る
こ
と
が
で
き
る
方
（
子

ど
も
さ
ん
Ｏ
Ｋ
で
す
が
保
護
者
の
方
が
同
伴
し
て
下
さ
い
）。

※

横
穴
式
石
室
の
中
に
入
り
（
も
ぐ
り
こ
み
）
ま
す
。
汚
れ
て
も
よ
い
動
き
や
す

い
靴
や
服
装
で
、
軍
手
、
懐
中
電
灯
、
飲
み
物
等
を
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

03

案内人　守岡　利栄
普段見学しにくい横穴式石室の中に入り（もぐりこみ）
ます。みなさまお楽しみに。

10月15日（土）　10：00～12：00
参加費　：無料　　定員：10人
集合場所：ガイダンス山代の郷
申込締切：10月14日（金）
申込・お問合せ：
ふどきのおか公式HP：http://www.yakumotatu-fudokinooka.jp/
電　話　：0852-23-2485　FAX：0852-23-2429
Ｅメール：fudokibiyori@yakumotatu-fudokinooka.jp

FAX・Ｅメールの場合は下記事項をご記
入いただき送信ください。
①氏名（フリガナ）②年齢（保険加入に必
要）③性別（保険加入に必要）④住所⑤
当日連絡のとれる電話番号⑥Ｅメール
アドレスもしくはFAX番号

黄
泉
の
国
を
探
検
す
る
２
０
１
６

み

よ

さんいん史跡日和2016 02
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大田市

大
森
モ
ン
ス
タ
ー
ハ
ン
ト

歴
史
あ
る
建
物
の
並
ぶ
大
森
の
町
。
町
の
中
に
は
、
町
を
守
り
人
々
の
暮
ら
し
を
見
つ
め
続
け
る
神

獣
た
ち
が
住
ん
で
い
ま
す
。
お
父
さ
ん
お
母
さ
ん
や
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
、
町
並

み
を
探
検
し
て
、
町
の
中
に
隠
れ
て
い
る
神
獣
た
ち
を
発
見
し
て
く
だ
さ
い
。
見
つ
け
た
神
獣
を
写
真

に
撮
り
、
あ
な
た
だ
け
の
モ
ン
ス
タ
ー
図
鑑
を
作
り
ま
す
。

龍
や
鳳
凰
、
巨
大
な
仁
王
な
ど
な
ど
。
彼
ら
を
見
つ
け
ら
れ
る
の
は
、
あ
な
た
だ
け
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

10月22日（土）　10：30～15：30

※

対
象
は
小
学
生
で
す
。必
ず
保
護
者
の
方
と
一
緒
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。お
友
達
の
保
護
者
と
一
緒

に
参
加
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

※

当
日
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
、昼
食
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※

町
並
み
を
歩
き
ま
す
の
で
、動
き
や
す
い
服
装
、タ
オ
ル
や
水
筒
等
を
必
要
に
応
じ
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

※

有
料
施
設
で
モ
ン
ス
タ
ー
を
探
す
場
合
は
、別
途
入
館
料
が
必
要
で
す
。

05

案内人　石見銀山世界遺産センター
世界遺産センターは、石見銀山の出発点。石見銀山の
楽しみ方をご案内します。今回の町の楽しみ方は「モ
ンスター」。ぜひ石見銀山へ探検に来てください♪

参加費　：500円（バス代等別途）　　定員：15組
集合場所：石見銀山世界遺産センター
申込締切：10月19日（水）
申込・お問合せ：石見銀山世界遺産センター
電　話　：0854-89-0183　FAX：0854-89-0089
Ｅメール：igwhc@ginzan-tv.ne.jp

奥出雲町

奥
出
雲
人
と
歩
く
知
ら
れ
ざ
る
日
本
遺
産

〜
た
た
ら
風
土
記
奥
出
雲
探
訪
〜

日
本
遺
産
の
認
定
に
よ
り
、
ま
す
ま
す
注
目
を
集
め
る
「
た
た
ら
製
鉄
」。

奥
出
雲
は
、
た
た
ら
製
鉄
の
歴
史
に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
た
特
異
な
文
化
や
景
観
が
息
づ
く
土
地

で
す
。
今
回
の
探
訪
で
は
、
た
た
ら
製
鉄
に
必
要
な
砂
鉄
を
採
取
す
る
た
め
に
切
り
崩
さ
れ
た
鉄

穴
流
し
本
場
な
ど
、
日
本
遺
産
ス
ト
ー
リ
ー
の
構
成
文
化
財
を
は
じ
め
、
国
の
文
化
的
景
観
に
も

選
定
さ
れ
た
美
し
い
棚
田
を
巡
り
な
が
ら
、
日
本
の
製
鉄
を
支
え
た
人
々
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

ま
た
、
旅
の
合
間
に
一
献
、
い
え
一
服
、
た
た
ら
製
鉄
が
生
ん
だ
と
さ
れ
る
郷
土
食
の
「
ぼ
て
ぼ
て
茶
」

も
お
召
し
上
が
り
い
た
だ
け
ま
す
。

10月30日（日）　13：30～15：30

※

歩
き
や
す
い
服
装
で
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

※

雨
天
時
は
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。必
ず
連
絡
先
を
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

06

参加費　：300円　　定員：20人
集合場所：奥出雲町横田庁舎
申込締切：10月27日（木）
申込・お問合せ：奥出雲町教育委員会社会教育課
電　話　：0854-52-2680　FAX：0854-52-3048
Ｅメール：shakaikyouiku@town.okuizumo.shimane.jp

案内人　高尾　昭浩
酒好きの文化財担当課長が案内します。今宵の酒の肴に、
晩秋の奥出雲のたたらロマンに浸ってみてはいかがですか？

安来市

山
中
鹿
介
ゆ
か
り
の
地
ウ
ォ
ー
ク

尼
子
家
再
興
を
目
指
し
戦
国
乱
世
を
駆
け
抜
け
た
山
中
鹿
介
。
そ

の
熱
い
生
き
様
は
全
国
の
戦
国
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
て
い
ま
す
。
今
回
は

月
山
富
田
城
周
辺
に
残
る
鹿
介
ゆ
か
り
の
地
を
巡
り
、
鹿
介
の
生
涯

に
つ
い
て
学
ん
で
い
き
ま
す
。
戦
国
史
に
興
味
の
あ
る
方
、
鹿
介
フ
ァ
ン

の
方
、
健
康
の
た
め
歩
き
た
い
方
な
ど
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
！

※

ス
ニ
ー
カ
ー
等
、歩
き
や
す
い
服
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

07

案内人　舟木　聡
戦国時代の城や歴史が大好きです！ぜひ一緒に戦国ロ
マンを感じながらウォーキングしましょう！！

10月30日（日）　9：30 ～11：30
参加費　：100円　　定員：15人
集合場所：安来市立歴史資料館
申込締切：10月28日（金）
申込・お問合せ：安来市立歴史資料館
電　話・FAX：0854-32-2767

FAXの場合は下記事項をご記入いただき送信く
ださい。
①氏名（フリガナ）②年齢（保険加入に必要）③性
別（保険加入に必要）④住所⑤当日連絡の取れる
電話番号⑥ＥメールアドレスもしくはFAX番号

隠岐の島町

古
代
隠
岐
う
お
ー
き
ん
ぐ

〜
隠
岐
の
古
代
を
振
り
返
る
〜

近
年
の
隠
岐
国
分
寺
発
掘
調
査
で
は
、
隠
岐
の
古
代
の
様
子
を
知
る
新
た
な
発
見
が
あ
り
ま
し
た
。

当
時
の
様
子
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
古
代
隠
岐
の
中
心
地
を
巡
り
ま
し
ょ
う
。

〔
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
〕

玉
若
酢
命
神
社
↓
甲
ノ
原
遺
跡
↓
八
尾
川
流
域
条
里
制
遺
跡
↓
隠
岐
国
分
尼
寺
跡
・
尼
寺
原
遺
跡

↓
隠
岐
国
分
寺

10月30日（日）　８：50～12：00

※

長
距
離
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
な
り
ま
す
。飲
み
物
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

08

参加費　：無料　　定員：30人
集合場所：玉若酢命神社駐車場
申込締切：10月21日（金）
申込・お問合せ：隠岐の島町教育委員会生涯学習課
電　話　：08512-２-2126

案内人　野津　哲志
隠岐国分寺の発掘調査を担当。現場で感じた古代隠岐の魅力
を皆さんにも味わっていただきたいと思っています。

松江市

出
雲
国
造

ゆ
か
り
の
地
を
た
ず
ね
て
２
０
１
６

〜
出
雲
大
社
に
行
く
前
に
、
知
っ
て
お
き
た
い
〜

「
出
雲
国
造
」
と
い
え
ば
、
出
雲
大
社
の
歴
代
の
神
主
さ
ん
。
実
は
そ

の
昔
、
出
雲
国
造
は
現
在
の
松
江
市
大
庭
町
、
神
魂
神
社
の
近
く
に

館
を
か
ま
え
、
杵
築
と
熊
野
の
両
大
社
の
祭
祀
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
神
魂
神
社
旧
参
道
を
中
心
に
、
出
雲
国
造
に

ゆ
か
り
の
あ
る
場
所
を
ぶ
ら
歩
き
し
ま
す
。
１
４
０
年
前
の
明
治
は

じ
め
の
地
図
を
見
な
が
ら
、
大
庭
の
台
地
に
残
さ
れ
た
国
造
館
や
古

道
の
「
痕
跡
」
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

11月３日（木・祝）　10：00～12：00

※

歩
き
や
す
い
服
装
で
参
加
願
い
ま
す
。

09

参加費　：500円（入館料込み）　　定員：10人
集合場所：風土記の丘展示学習館
申込締切：10月31日（月）
申込・お問合せ：
ふどきのおか公式HP：http://www.yakumotatu-fudokinooka.jp/
電　話　：0852-23-2485　FAX：0852-23-2429
Ｅメール：fudokibiyori@yakumotatu-fudokinooka.jp

FAX・Ｅメールの場合は下記事項をご記
入いただき送信ください。
①氏名（フリガナ）②年齢（保険加入に必
要）③性別（保険加入に必要）④住所⑤当
日連絡のとれる電話番号⑥Ｅメールア
ドレスもしくはFAX番号

案内人　椿　真治
松江城下町から島根半島の山並みまで、様々な「痕跡」を
探し求めて歩いています。古地図や空撮写真、歴史資料を
ヒントに、痕跡の正体を解明できた時の感激は最高です。

浜田市

浜
田
城・浜
田
城
下
町
ウ
ォ
ー
ク
！

〜
江
戸
時
代
の
絵
図
と
Ｃ
Ｇ
か
ら
見
る
浜
田
城
・
浜
田
城
下
町
〜

平
成
31
年
に
迎
え
る
浜
田
開
府
４
０
０
年
へ
の
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
が
い

よ
い
よ
始
ま
り
ま
し
た
。
近
年
の
調
査
に
よ
り
判
明
し
た
浜
田
城
・

浜
田
城
下
町
の
特
徴
や
魅
力
を
、
江
戸
時
代
の
絵
図
や
Ｃ
Ｇ
を
用
い

て
文
化
財
専
門
職
員
が
ガ
イ
ド
役
と
な
っ
て
説
明
し
ま
す
。

身
近
に
あ
っ
て
、
意
外
に
知
ら
な
か
っ
た
!?
浜
田
城
・
浜
田
城
下
町
に

親
近
感
を
覚
え
る
こ
と
ま
ち
が
い
な
し
！
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

11月５日（土）　9：00～12：00

※

現
地
は
足
元
の
悪
い
場
所
が
あ
り
ま
す
。

※

動
き
や
す
い
服
装
、靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。各
自
飲
み
物
等
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※

駐
車
場
に
限
り
が
あ
る
の
で
、車
の
場
合
は
乗
り
合
わ
せ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

10

案内人　浜田市教育委員会　文化振興課職員
浜田城・浜田城下町ともに江戸時代の名残をとどめて
いる場所がたくさんあります。豊富な資料をもとにわか
りやすく説明します。

参加費　：無料　　定員：50人
集合場所：浜田市役所東駐車場
申込締切：10月31日（月）
　　　　　※定員になり次第締切
申込・お問合せ：浜田公民館
電　話　：0855-22-9358　FAX：0855-22-9358
Ｅメール：hamada-k@ph-hamada.jp

FAX・Ｅメールの場合は下記事項をご記
入いただき送信ください。
①氏名（フリガナ）②住所③当日連絡の
とれる電話番号④Ｅメールアドレスも
しくはFAX番号

さんいん史跡日和201603
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雲南市
た
た
ら
製
鉄
が
操
業
さ
れ
て
い
た
当
時
の
姿
を
我
が
国
で
唯
一
見
る
こ

と
が
で
き
る
「
菅
谷
た
た
ら
山
内
」
は
、
本
年
４
月
に
日
本
遺
産
に
認

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
場
所
は
、
単
な
る
産
業
遺
産
と
し
て
だ
け
で
は

な
く
、
た
た
ら
製
鉄
に
従
事
し
た
職
人
や
そ
の
家
族
た
ち
の
息
遣
い
ま

で
も
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
回
は
、
山
内
の
あ
ち
こ
ち
を
散
策

し
て
そ
れ
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
現
在
実
施
中
の
元
小
屋

（
も
と
ご
や
）
の
保
存
修
理
現
場
を
特
別
に
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※

歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

12

案内人　朝日　光男・木本　泰二郎
山内の説明は地元の名物案内人・朝日さんに、保存修
理現場の説明は修理の設計・監理を担当する木本さん
に、それぞれ熱く語っていただきます。

11月６日（日）　10：00～11：45
参加費　：300円（施設入館料）　　定員：20人
集合場所：菅谷たたら山内
申込締切：10月21日（金）
申込・お問合せ：雲南市教育委員会文化財課
電　話　：0854-40-1104　FAX：0854-40-1106（推奨）
Ｅメール：bunkazai@city.unnan.shimane.jp（推奨）

FAX・Eメールでお申込みされる場合は、
①氏名（ふりがな）、②住所、③当日連絡の
取れる電話番号、④メールアドレスもしく
はFAX番号をご記入ください

日
本
遺
産
「
菅
谷
た
た
ら
山
内
」
の
散
策
と

保
存
修
理
現
場
見
学
会

松江市

【
研
修
】
松
江
城
下
ま
ち
あ
る
き

昨
期
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
53
万
人
余
り
の
登
閣
者
で
賑
わ
っ
た
松
江
城
天
守
。
そ
の
天
守
の
お
膝

下
、史
跡
松
江
城
二
之
丸
に
美
し
く
た
た
ず
む
島
根
県
指
定
有
形
文
化
財
・
興
雲
閣
を
発
着
点
に
、

城
下
町
松
江
を
歩
き
、
学
び
ま
せ
ん
か
？

名
所
旧
跡
に
加
え
、
古
く
か
ら
あ
る
商
店
や
路
地
裏
な
ど
、
住
民
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
感
じ
ら
れ
る

「
ま
ち
」
そ
の
も
の
を
ガ
イ
ド
と
一
緒
に
歩
き
、
新
た
な
発
見
や
気
づ
き
を
提
案
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

江
戸
時
代
か
ら
連
綿
と
続
く
営
み
か
ら
、
あ
な
た
の
眼
鏡
に
だ
け
映
る
〝
松
江
ら
し
さ
〞の
提
案
を

是
非
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

11月10日（木）　13：30～
11月11日（金）　 9：00～

※

二
日
間
に
わ
た
る
研
修
で
す
。
両
日
と
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※

文
化
財
に
関
わ
る
行
政
職
員
も
一
緒
に
研
修
し
ま
す
。

※

長
い
時
間
を
歩
き
ま
す
。
歩
き
や
す
い
服
装
、
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

13

参加費　：無料　　定員：10人（先着順）
集合場所：興雲閣（史跡松江城二之丸）
申込・お問合せ：松江市歴史まちづくり部
　　　　　　　 まちづくり文化財課
電　話　：0852-55-5523　FAX：0852-55-5658
Ｅメール：machi-bun＠city.matsue.lg.jp

案内人　宍道正年ほか
松江城のことはお任せください！歴史文化や特徴、仕
組みをわかりやすく解説します（^o^）

むきぱんだ

さんいん史跡日和 2016

カレンダー　鳥取

10/16 日 03 《歴史講座》「鳥取こちずぶらり」でまち歩き

10/
26・27

水

木
05 地蔵めぐりストと日本遺産をめぐる

10/22 土 04 ぶらチャリ　ｉｎ　国府

10/30 日 06 因州若桜鬼っこウォーク

 9/17 土 01 「大山寺旧境内」の石垣のお医者さんになってみる？

10/ 2 日 02 鳥取西高校のグラウンドの下には･･･

11/ 3 祝 07 日本遺産「六根清浄と六感治癒」を歩く！

11/ 5 土 08 ふるさと再発見　お散歩ウオーク　ｉｎ　社

11/13 日 09 元気に歩こう琴浦を！　ｉｎ　赤碕

11/20 日 10 伯耆往来を歩く　泊～はわい長瀬

12/ 4 日 11 史跡鳥取藩主池田家墓所写真コンクール教室

邑南町
安
芸
、
備
後
と
の
国
境
に
位
置
す
る
邑
南
町
に
は
、
石
見
の
銀
山
の
一

翼
を
担
っ
た
銀
山
が
存
在
し
ま
し
た
。
毛
利
の
時
代
に
本
格
的
な
開
発

が
始
ま
っ
た
と
さ
れ
、
徳
川
の
時
代
に
は
幕
府
直
轄
と
し
て
栄
え
、
明

治
時
代
に
は
山
陰
の
鉱
山
王
と
称
さ
れ
た
堀
家
に
よ
る
開
発
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
秋
こ
の
機
会
に
、
久
喜
・
大
林
・
岩
屋
に
広
が
る
銀
山

を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
堪
能
し
ま
せ
ん
か
。

●
主
な
見
楽
地

　久
喜
製
錬
所
跡
と
カ
ラ
ミ
原
（
近
代
）、
古
い
カ
ラ

ミ
が
多
量
に
堆
積
す
る
山
の
内
製
錬
遺
跡
（
中
近
世
）、
百
基
以
上

の
焼
竈
跡
が
並
ぶ
床
屋
製
錬
遺
跡
（
近
世
）、
複
線
の
ト
ロッ
コ
レ
ー

ル
が
残
る
昭
和
間
歩
（
現
代
）

※

前
日
に
は
銀
山
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
ち
ら
に
も
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。

※

歩
き
や
す
い
服
装
・
靴
で
ご
参
加
下
さ
い
。（
マ
イ
ク
ロ
バス
と
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
移
動
し
ま
す
）

11

案内人
邑南町教育委員会文化財係、久喜・大林銀山
保全委員会委員、瑞穂文化研究会

11月６日（日）　9：00～12：00
参加費　：無料　　定員：60人
集合場所：久喜林間学舎
申込締切：11月４日（金）
申込・お問合せ：邑南町教育委員会生涯学習課
電　話　：0855-83-1127　FAX：0855-83-2013
Ｅメール：shogai@town-ohnan.jp

FAX・Ｅメールの場合は下記事項をご記
入いただき送信ください。
①氏名（フリガナ）②年齢　③性別　④
住所　⑤当日連絡のとれる電話番号 ⑥
ＥメールアドレスもしくはFAX番号

久
喜
・
大
林
銀
山
　見
て
楽
し
む

け
ん

が
く

日頃から地元有志で久喜・大林銀山の整備や観光ガイ
ドをしています。当銀山の魅力をお伝えします。

さんいん史跡日和2016 04
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鳥取市

鳥
取
西
高
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
下
に
は…

…

〜
第
40
次
発
掘
調
査
現
地
説
明
会
〜

史
跡
鳥
取
城
跡
大
手
登
城
路
整
備
に
伴
い
、
鳥
取
西
高
校
の
校
地
内
で
発
掘
調
査
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
伝
統
あ
る
同
高
野
球
部
の
部
室
跡
の
下
を
調
査
し
て
い
ま
す
。
何
が
出
て
く
る
の

か
は
当
日
の
お
楽
し
み
。
今
回
を
逃
す
と
二
度
と
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
説
明
会
当
日
の

調
査
現
場
周
辺
は
鳥
取
三
十
二
万
石
お
城
ま
つ
り
の
会
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。
お
城
の
中
を
見
て

歩
き
、
お
祭
り
会
場
で
食
べ
歩
き
ま
し
ょ
う
!!
こ
の
ほ
か
、
お
城
祭
り
の
関
連
イ
ベ
ン
ト
も
多
数
開

催
し
て
い
ま
す
の
で
、
秋
の
鳥
取
城
跡
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

※

動
き
や
す
い
服
装
や
履
き
な
れ
た
靴
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
当
日
は
暑
い
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
水
分
等
の
準
備
を

忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

02

参加費　：無料　　定員：なし
集合場所：仁風閣裏入口
事前申し込み不要
お問合せ：鳥取市教育委員会文化財課
電　話　：0857-20-3359　FAX：0857-20-3050

10月２日（日）　13：00～15：00
※13：00と14：00に文化財専門員が解説を行います。

案内人　坂田　邦彦
今年度の鳥取城跡の調査担当者です。当日はすごい何
かが出土しているはずです。お楽しみに！！

鳥取市

《
歴
史
講
座
》

「
鳥
取
こ
ち
ず
ぶ
ら
り
」
で
ま
ち
歩
き

鳥
取
市
の
中
心
市
街
地
は
、
い
ま
か
ら
約
４
０
０
年
前
に
城
下
町
と
し
て
整
備
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま

り
ま
す
。
こ
う
し
た
歴
史
を
も
つ
鳥
取
市
街
地
の
移
り
変
わ
り
を
楽
し
み
な
が
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
新
た
な
取
り
組
み
と
し
て
、
ま
ち
歩
き
支
援
ア
プ
リ
「
鳥
取
こ
ち
ず
ぶ
ら
り
」
を
使
っ
た
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

10月16日（日）　10：00～16：00

※

街
歩
き
に
適
し
た
服
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

03

案内人　来見田　博基
アプリケーションソフトを使って鳥取城下の歴史を紹介します。

参加費　：無料　　定員：８人
集合場所：鳥取県立博物館
事前申込：９月16日（金）から電話受付開始。先着順。
申込・お問合せ：鳥取県立博物館学芸課人文担当
　　　　　　　 〒680-0011鳥取市東町２-124
電　話　：0857-26-8044
※詳細は当館ホームページをご覧ください。

鳥取市

ぶ
ら
チ
ャ
リ 

in 

国
府

〜
因
幡
万
葉
の
里
を
サ
イ
ク
リ
ン
グ
〜

鳥
取
市
国
府
町
は
古
代
因
幡
国
の
中
心
地
で
、
因
幡
国
庁
跡
や
国
分
寺
跡
な
ど
の
古
代
の
史
跡
が

た
く
さ
ん
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
因
幡
三
山
に
囲
ま
れ
た
国
府
の
盆
地
は
、
な
だ
ら
か
で
サ
イ
ク
リ
ン

グ
に
最
適
！
万
葉
歌
人
に
も
詠
ま
れ
た
の
ど
か
な
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
、
自
転
車
で
ゆ
っ
く
り
の

ん
び
り
、
因
幡
国
庁
跡
や
鳥
取
藩
主
池
田
家
墓
所
な
ど
の
史
跡
を
め
ぐ
り
ま
し
ょ
う
。

10月22日（土）　9：00～12：00

※

ご
自
分
の
自
転
車
で
お
越
し
下
さ
い
。
史
跡
内
で
は
自
転
車
を
降
り
て
歩
き
ま

す
の
で
、
自
転
車
の
カ
ギ
を
お
忘
れ
な
く
。
飲
み
物
、
雨
具
を
持
参
下
さ
い
。

04

案内人　北　浩明
スポーツ用自転車を買ったものの、もっぱら通勤用です（笑）。
宝の持ち腐れのご同類はぜひ（ただし、ゆっくり走ります…）。

参加費　：100円（保険代）　　定員：10人
集合場所：因幡万葉歴史館駐車場
申込締切：10月14日（金）
申込・お問合せ：鳥取県教育委員会事務局文化財課
電　話　：0857-26-7932
Ｅメール：kyouikubunka@pref.tottori.jp

米子市

地
蔵
め
ぐ
り
ス
ト
と
日
本
遺
産
を
め
ぐ
る

「
札
打
ち
」
で
も
有
名
な
米
子
の
旧
加
茂
川
沿
い
に
あ
る
お
地
蔵
さ
ま
。
日
本
遺
産
「
地
蔵
信
仰

が
育
ん
だ
日
本
最
大
の
大
山
牛
馬
市
」
の
構
成
文
化
財
で
も
あ
り
ま
す
。
万
物
を
救
う
と
い
わ
れ

る
お
地
蔵
さ
ま
を
め
ぐ
り
な
が
ら
、
米
子
の
町
の
魅
力
に
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？
ご
利
益
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
！

２
日
間
で
別
々
の
コ
ー
ス
を
歩
き
ま
す
。

10月26日（水）
27日（木）

13：00～15：00
13：00～15：00

※

長
い
時
間
歩
き
ま
す
。
歩
き
や
す
い
服
装
、
足
元
で
お
越
し
下
さ
い
。
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案内人　浜野　浩美
米子の歴史は本当に魅力満載です。
まちあるきしながらお地蔵様を見つけ
ていきましょう！

参加費　：無料　　定員：10人
集合場所：山陰歴史館
申込締切：10月21日（金）
申込・お問合せ：米子市教育委員会文化課
電　話　：0859-23-5438　FAX：0859-23-5414

若桜町

因
州
若
桜
鬼
っ
こ
ウ
ォ
ー
ク

―

城
下
町
若
桜
宿
探
訪
ツ
ア
ー―

今
年
で
４
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
若
桜
鉄
道
文
化
遺
産
ウ
ォ
ー
ク
で
す
。
今
回
は
、
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
る
建
造
物
が
移
築
復
元
さ
れ
て
い
る
「
若
桜
郷
土
文
化
の
里
」
や
由
緒
正
し
き

式
内
社
の
「
意
非
神
社
」、
蔵
通
り
・
カ
リ
ヤ
の
建
物
が
残
る
若
桜
の
ま
ち
な
み
な
ど
、
若
桜
駅

周
辺
の
文
化
遺
産
を
巡
る
コ
ー
ス
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ウ
ォ
ー
ク
終
了
後
は
、
若
桜
駅

構
内
の
ト
ロ
ッ
コ
無
料
乗
車
体
験
や
同
日
開
催
さ
れ
て
い
る
「
因
州
若
桜
鬼
っ
こ
ま
つ
り
」
へ
の
参
加

い
た
だ
く
こ
と
も
可
能
で
す
。

10月30日（日）　9：20～14：00

※

若
桜
駅
で
自
由
解
散
と
な
り
ま
す
の
で
、
列
車
で
お
帰
り
の
場

合
は15

：16

も
し
く
は16

：13

若
桜
発
の
列
車
に
乗
り
遅
れ
な
い

よ
う
お
気
を
付
け
く
だ
さ
い
。
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参加費　：1,800円（弁当・保険代、交通費別途要）
定　員　：40人
集合場所：鳥取駅南口（沿線駅からの乗車も可）
申込締切：10月21日（金）
申込・お問合せ：若桜鉄道（株）内 八頭若桜谷魅力

発信事業実行委員会事務局
電　話　：0858-82-0919　FAX：0858-82-0045
Ｅメール：wakatetu@infosakyu.ne.jp

案内人　北内　泰久
若桜駅周辺には多くの歴史遺産が残
されていますので、その魅力をお伝
えできたらと思います。また、若桜
駅前で開催する鬼っこまつりにもぜひ
ご参加ください。

大山町

「
大
山
寺
旧
境
内
」
の
石
垣
の

お
医
者
さ
ん
に
な
っ
て
み
る
？

〜
石
垣
の
カ
ル
テ
づ
く
り
に
挑
戦
！
〜

日
本
遺
産
に
ふ
れ
る

今
年
６
月
17
日
に
国
史
跡
指
定
の
答
申
が
な
さ
れ
た
「
大
山
寺
旧
境
内
」。
そ
こ
に
は
堂
社
や
僧
坊
の

跡
地
が
た
く
さ
ん
並
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
外
周
に
は
数
段
か
ら
見
上
げ
る
よ
う
な
高
さ
ま
で
、
様
々
な

石
垣
が
見
ら
れ
ま
す
。

石
垣
に
も
新
旧
が
あ
り
、
部
分
的
な
補
修
が
な
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
今
に
も
崩
れ

そ
う
で
修
理
が
必
要
そ
う
な
箇
所
も
あ
り
ま
す
。

石
垣
の
特
徴
を
考
え
て
み
た
り
、
石
垣
を
後
世
に
残
し
て
い
く
に
は
ど
う
す
れ
ば
いい
の
か
、
現
地
で一
緒

に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
！

※

歩
く
の
に
適
し
た
服
装
で
お
願
い
し
ま
す
。

01

９月17日（土）　13：00～16：00
参加費　：300円（拝観料）
定　員　：15人
集合場所：大山情報館
申込締切：９月15日（木）
申込・お問合せ：大山町教育委員会人権・社会
　　　　　　　 教育課文化財室
電　話　：0859-54-5212　FAX：0859-54-5217
Ｅメール：bunkazai@daisen.jp
主催：大山町教育委員会・大山公民館

案内人　西尾　秀道
解説者　細田　隆博

石垣はお城だけではない！お寺や神社にも石
垣はあります！石垣に詳しい解説者と大山寺旧
境内の石垣を見てまわります。現存する石垣
についてちょっと考えてみませんか。

さんいん史跡日和201605
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三朝町

第
６
回
三
朝
町
文
化
財
探
訪

日
本
遺
産
「
六
根
清
浄
と
六
感
治
癒
」
を

歩
く
！
【
三
朝
温
泉
編
】

三
朝
町
の
文
化
財
を
み
な
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
く
企
画
し
た

「
文
化
財
探
訪
」
も
今
回
で
６
回
目
。
今
回
は
三
徳
山
・
三
朝
温
泉

が
「
六
根
清
浄
と
六
感
治
癒
の
地
」
と
し
て
認
定
さ
れ
た
記
念
に
、

そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
体
感
い
た
だ
く
コ
ー
ス
を
準
備
し
ま
し
た
！

今
回
は
キ
ュ
リ
ー
広
場
を
出
発
し
、
三
朝
温
泉
街
を
ぐ
る
ぐ
る
と
巡

る
約
３
㎞
の
行
程
。
道
中
に
点
在
す
る
石
柱
や
三
朝
温
泉
発
祥
の
湯

「
株
湯
」（
町
旧
跡
）
等
に
立
ち
寄
り
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
ま
す
。11月３日（木・祝）　9：30～12：00

※

日
本
遺
産
に
認
定
と
な
っ
た
、三
朝
温
泉
街
の
文
化
財
を
中
心
に
紹
介
し
ま
す
。

歩
き
や
す
い
服
装
や
飲
み
物
、
雨
具
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。
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案内人　藤井　紀好
普段通りすぎてしまう路傍の石柱や地元民しか知らない
逸話等この機会にみなさまに紹介します！

参加費　：無料　　定員：10人
集合場所：キュリー広場（三朝町国民宿舎ブランナール前）
申込締切：10月31日（月）
申込・お問合せ：三朝町教育委員会社会教育課文化財室
　　　　　　　（日本遺産三徳山三朝温泉を守る会事務局）
　　　　　　　 〒682-0195　鳥取県東伯郡三朝町大瀬999-２
電　話　：0858-43-3518　FAX：0858-43-0647
Ｅメール：kyouiku@town.misasa.tottori.jp

倉吉市

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会
１
０
０
周
年
記
念

山
上
憶
良
伯
耆
守
赴
任
１
３
０
０
年
記
念
事
業

ふ
る
さ
と
再
発
見
　
お
散
歩
ウ
オ
ー
ク 

in 

社

　
古
く
か
ら
文
化
が
栄
え
、
ま
た
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
倉
吉
の
良
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
う

た
め
、
平
成
13
年
よ
り
毎
年
、
市
内
の
文
化
財
や
名
所
を
ウ
オ
ー
ク
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
万
葉
歌
人
と
し
て
有
名
な
山
上
憶
良
が
、
伯
耆
守
（
現
在
で
い
う
県
知
事
）
と
し

て
赴
任
し
て
１
３
０
０
年
を
迎
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
伯
耆
国
の
中
枢
で
あ
っ
た
国
府
跡
や
国
分
寺
跡

な
ど
の
史
跡
が
残
さ
れ
て
い
る
社
地
区
を
歩
き
ま
す
。
社
地
区
に
残
る
文
化
財
を
見
て
歩
き
、
山

上
憶
良
が
や
っ
て
き
た
時
代
の
倉
吉
に
想
い
を
は
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

11月５日（土）　9：00～15：00

※

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に
適
し
た
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

08

案内人　深田　孝
万葉集の時代に想いをはせて、歴史が現代に残る痕跡・
史跡の道を解説付きで辿り、ピクニック気分でブラブラとお
散歩ウオークを楽しみましょう！！

参加費　：500円（保険料）　　定員：120人
集合場所：社公民館（駐車場は社小学校）
申込締切：10月24日（月）
申込・お問合せ：倉吉ライオンズクラブ事務局
電　話　：0858-24-6881　FAX：0858-24-6882
ホームページ：http://kurayoshi-lions.jp
※お申込みはホームページからもできます。

琴浦町

元
気
に
歩
こ
う
琴
浦
を
！ 

in 

赤
碕

自
然
と
歴
史
が
調
和
し
た
こ
こ
ろ
豊
か
な
町
、
琴
浦
を
一
緒
に
歩
き
ま

し
ょ
う
。

あ
な
た
は
テ
ク
テ
ク
元
気
に
「
歩
く
」
派
で
す
か
？

せ
っ
せ
と
全
身
の
筋
力
を
動
か
す
「
ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
」
タ
イ

プ
で
す
か
？

ど
ち
ら
も
Ｏ
Ｋ
！

み
ん
な
で
元
気
に
琴
浦
探
検
に
出
か
け
ま
し
ょ
う
！

※

ノ
ル
デ
ィッ
ク
・
ウ
ォ
ー
ク
希
望
の
方
で
ポ
ー
ル
を
お
持
ち
の
方
は
、

持
参
く
だ
さ
い
。
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案内人　琴浦町教育委員会社会教育課
赤碕は江戸時代の面影がよく残っています。歩きなが
ら歴史を感じましょう。

11月13日（日）　9：00～12：00
参加費　：無料　　定員：なし
集合場所：赤碕地区公民館（琴浦町役場・分

庁舎からの送迎バスがあります）
申込締切：10月31日（月）
申込・お問合せ：琴浦町教育委員会社会教育課
電　話　：0858-52-1161　FAX：0858-52-1122
Ｅメール：shakaikyouiku@town.kotoura.tottori.jp

FAX、メールの場合は、下記事項をご記
入いただきお送りください。
①氏名（フリガナ）②年齢③住所④当日
連絡がとれる電話番号⑤メールアドレ
スまたはFAX番号

湯梨浜町

伯
耆
往
来
を
歩
く
　
泊
〜
は
わ
い
長
瀬

江
戸
時
代
、
鳥
取
と
米
子
を
結
ん
だ
主
要
街
道
「
伯
耆
（
因
幡
）
往
来
」
を
あ
る
く
本
イ
ベ
ン

ト
は
今
年
で
７
回
目
。
今
回
は
湯
梨
浜
町
泊
か
ら
は
わ
い
長
瀬
間
の
旧
道
を
、
学
芸
員
の
解
説
の

も
と
散
策
し
な
が
ら
、
沿
道
の
文
化
財
を
訪
ね
ま
す
。
ふ
だ
ん
訪
れ
る
こ
と
の
な
い
鳥
取
県
の
デ
ィ
ー

プ
な
旅
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

11月20日（日）　9：30～15：00

※

８
㎞
程
度
歩
き
ま
す
の
で
、
歩
き
や
す
い
服
装
、
は
き
慣
れ
た
靴

で
お
願
い
し
ま
す
。
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参加費　：無料　　定員：20人
集合場所：JR泊駅前
事前申込：10月18日（火）から電話受付開始。先着順。
申込・お問合せ：鳥取県立博物館学芸課人文担当
　　　　　　　 〒680-0011　鳥取市東町２-124
電　話　：0857-26-8044
※詳細は当館ホームページをご覧ください。

案内人　みつなかくんと鳥取県立博物館学芸員
鳥取藩の歴史についてはお任せください。
※「みつなかくん」は、鳥取藩初代藩主池田光仲と因幡地方を代
表する祭り「麒麟獅子舞」等が融合した幻のキャラクターです。

鳥取市

史
跡
鳥
取
藩
主
池
田
家
墓
所
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
教
室

〜
紅
葉
の
墓
所
で
写
真
を
撮
ろ
う
！
〜

今
年
で
10
回
目
を
数
え
る
池
田
家
墓
所
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
。
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
関
連
し
て
、
写
真

と
フ
ォ
ト
５
７
５
（
川
柳
と
写
真
の
コ
ラ
ボ
作
品
）
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
初
冬
の
池
田
家
墓
所

で
の
撮
影
や
川
柳
作
り
の
コ
ツ
を
講
師
の
先
生
に
習
っ
て
か
ら
、
池
田
家
墓
所
現
地
で
写
真
撮
影
会

を
し
ま
す
。
美
し
い
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
墓
所
を
め
ぐ
っ
て
、
す
て
き
な
作
品
を
作
り
ま
し
ょ
う
！

12月４日（日）　10：00～15：00（予定）

※

ご
自
分
の
カ
メ
ラ
を
お
持
ち
下
さ
い
。
足
下
が
悪
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
滑
り
に
く
い
靴
で
お
越
し
下
さ
い
。
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参加費　：1,000円（弁当代）
定　員　：20人
集合場所：因幡万葉歴史館
申込・お問合せ：（公財）鳥取藩主史跡池田家墓所保存会
　　　　　　　（鳥取県教育委員会文化財課内）
電　話　：0857-26-7932　FAX：0857-26-8128
Ｅメール：ikedakebosho@triton.ocn.ne.jp

「晩秋の墓所」中川裕一さん

案内人　沖　廣俊
墓所のことはなんでもお答えします。
得意の手品が飛び出すかも！？

【注意事項】
・ほとんどのイベントは事前申し込みが必要です。受付は先着順です。
・参加料金は当日受付でお支払ください。
・イベント開始の10分前までに会場に集合し、受付を済ませてくだ
さい。
・イベントの集合場所・住所を明記しています。事前にお調べの上、
ゆとりをもってお越しください。
・申し込み後２～３日経っても連絡がない場合は、お手数ですがお
問い合わせください。
・記載されている持ち物、服装など十分にご留意の上ご参加ください。
・申し込まれた個人情報は各催行者が管理し、イベント催行に使用
します。
・キャンセルされる場合は、必ず前日までに問い合わせ先にご連絡
ください。予約待ちのお客さまもいらっしゃいますのでご協力を
お願いいたします。
・天候等によりイベントを中止することもございます。その場合は
各イベントの催行者から連絡いたします。
・念のため健康保険証のコピー等をご持参ください。
・本イベントで撮影した画像は、広報媒体への使用、撮影者の作品
として発表することがあることをご了承ください。

さんいん史跡日和2016 06
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あなたにぴったりのイベントが見つかる！
テーマ別　さんいんの史跡・遺跡の遊覧ガイド

わたし子どもだけど、古いモノとか変わったモノとか大好き！
そんな将来有望なあなたにおすすめは
→島根05「大森モンスターハント」（大田市）

話題の日本遺産には行っとかないと！
そんな流行に敏感なあなたにおすすめは
→島根02「亀井侯正室貢子の君　永明寺参詣コース」（津和野町）
　　　06「奥出雲人と歩く知られざる日本遺産」（奥出雲町）
　　　12「日本遺産「菅谷たたら山内」の散策と保存修理現場見学会」（雲南市）
　鳥取01「「大山寺旧境内」の石垣のお医者さんになってみる？」（大山町）
　　　05「地蔵めぐりストと日本遺産をめぐる」（米子市）
　　　07「日本遺産「六根清浄と六感治癒」を歩く！【三朝温泉編】」（三朝町）

昔の道を歩いて歴史を感じたい！
そんな感性豊かなあなたにおすすめは
→島根01「1300年前の古代道を歩こう！」（出雲市）
　鳥取10「伯耆往来を歩く　泊～はわい長瀬」（湯梨浜町）

石見と言えば銀山！普段見られない迫力満点の銀山遺跡に行ってみたい！
そんな冒険心豊かなあなたにおすすめは
→島根11「久喜・大林銀山　見て楽しむ」（邑南町）　

せっかくだからいろんなものを見てまわりたい！
そんな欲張りなあなたにおすすめは
→鳥取06「因州若桜鬼っこウォーク」（若桜町）
　　　09「元気に歩こう琴浦を！ in 赤碕」（琴浦町）

やっぱりお城とお殿様と城下町が好き！
そんな王道が外せないあなたにおすすめは
→島根07「山中鹿介ゆかりの地ウォーク」（安来市）
　　　10「浜田城・浜田城下町ウォーク！」（浜田市）
　　　13「【研修】松江城下まちあるき」（松江市）
　鳥取02「鳥取西高校のグラウンドの下には……」（鳥取市）
　　　03「《歴史講座》「鳥取こちずぶらり」でまち歩き」（鳥取市）
　　　11「史跡鳥取藩主池田家墓所写真コンクール教室」（鳥取市）

出雲風土記や万葉集の舞台を訪ねてみたい！
そんな文学的なあなたにおすすめは
→島根03「黄泉の国を探検する2016」（松江市）
　　　04「スイスイフドキ2016」（松江市）
　　　08「古代隠岐うおーきんぐ」（隠岐の島町）
　　　09「出雲国造ゆかりの地をたずねて2016」（松江市）
　鳥取04「ぶらチャリ in 国府」（鳥取市）
　　　08「ふるさと再発見　お散歩ウオーク in 社」（倉吉市）

【参加方法】
プログラムの大半は事前予約が必要です。
各プログラムの申込・お問合せ欄にある連絡方法でお申込み下さい。
Eメール、FAXでの申込み方法について記入事項の指定がない場合は、参加者氏名と連絡のつく電話番号
を記載の上、お申し込みください。
※詳細は各プログラム催行者にお問合せください。
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